
緊急時モニタリング実施要領 

（島根原子力発電所編） 

平成２７年３月 

鳥取県 



  

1 
 

目次 

１ 目的 ........................................................................................................................................ 3 
２ 対象とする原子力施設 .......................................................................................................... 3 
３ 連絡等の体制 ......................................................................................................................... 3 
（１） 体制の概要 .................................................................................................................. 3 
（２） 連絡の体制 .................................................................................................................. 4 
ア 情報収集事態発生時 ....................................................................................................... 4 
イ 警戒事態発生時 .............................................................................................................. 4 
ウ 施設敷地緊急事態発生時................................................................................................ 5 
エ 全面緊急事態発生時 ....................................................................................................... 5 

（３） モニタリングの体制 ................................................................................................... 5 
ア 情報収集事態 .................................................................................................................. 5 
イ 警戒事態 ......................................................................................................................... 5 
ウ 施設敷地緊急事態 .......................................................................................................... 7 
エ 全面緊急事態 .................................................................................................................. 8 

４ 県モニタリング本部及びＥＭＣの構成要員リスト ............................................................... 8 
５ 資機材等の整備・維持管理 ................................................................................................. 10 
（１） 緊急時モニタリングのための各種システム ............................................................. 10 
（２） モニタリング機器 ..................................................................................................... 10 
（３） 資機材の維持管理 ...................................................................................................... 11 

６ 関連情報・資料の整備 ......................................................................................................... 11 
７ モニタリング実施内容 ......................................................................................................... 11 
（１） 情報収集事態におけるモニタリング ......................................................................... 11 
（２） 警戒事態におけるモニタリング ................................................................................ 11 
ア 運営会議の開催 ............................................................................................................ 12 
イ 測定地点及び測定項目 ................................................................................................. 12 
ウ 各チームの実施内容等 ................................................................................................. 12 
エ 初動モニタリング計画及び結果の報告 ........................................................................ 14 

（３） 施設敷地緊急事態以降における初期モニタリング .................................................. 14 
ア 運営会議の開催 ............................................................................................................ 14 
イ 測定地点及び測定項目 ................................................................................................. 14 
ウ 緊急時モニタリング実施計画改訂の要望 .................................................................... 16 
エ 県独自のモニタリング ................................................................................................. 16 
オ 各チームの実施内容等 ................................................................................................. 16 
カ モニタリングデータ等の報告 ...................................................................................... 18 

（４） 中期モニタリング ..................................................................................................... 19 
（５） 復旧期モニタリング ................................................................................................. 19 

８ 緊急時モニタリング要員の被ばく管理等 ........................................................................... 19 
（１） 被ばく管理対象 ........................................................................................................ 19 



  

2 
 

（２） 防護指標 ................................................................................................................... 19 
（３） 被ばく線量管理の方法 .............................................................................................. 19 
（４） 被ばく防護措置 ........................................................................................................ 20 
ア 防護資材の携帯及び着用.............................................................................................. 20 
イ 安定ヨウ素剤 ................................................................................................................ 20 
ウ 汚染検査 ....................................................................................................................... 20 
エ モニタリングの省人化・自動化 ................................................................................... 20 

９ その他 .................................................................................................................................. 20 
 
＜別添＞ 
Ⅰ 様式 

・記録様式－１  可搬型モニタリングポスト設置・回収記録票 
・記録様式－２  移動局による測定記録票 
・記録様式－３  試料採取記録票 
・記録様式－４  積算線量計設置・回収 記録票 
・記録様式－５  サーベイメータ測定結果記録票 
・記録様式－６  ダストサンプリング測定記録票 
・記録様式－７  測定地点の気象状況及び車載機器測定記録票 
・記録様式－８  個人被ばく線量の記録票 

 
Ⅱ 基本資料 

・ 資料１  緊急時モニタリング用資機材一覧表 
・ 資料２  島根原子力発電所周辺の緊急時モニタリング測定候補地点図 
・ 資料３  車載機器を用いた測定フロー 
・ 資料４  機動モニタリングチームの数について 

 



  

3 
 

１ 目的 
本要領は、中国電力株式会社島根原子力発電所で原子力災害が発生、又はそのおそれがある

場合に、緊急時モニタリング計画［島根原子力発電所編］を踏まえて具体的な実施内容等を定

めることで、モニタリングを迅速かつ効果的に実施することを目的とする。 
 
２ 対象とする原子力施設 

中国電力株式会社 島根原子力発電所 
 
３ 連絡等の体制 
（１） 体制の概要 

緊急時モニタリング等の体制は、緊急事態区分に応じて次のとおりとする。 
 

表１ 緊急事態区分と県の体制 

事態区分 
県の体制 国 

緊急時モニタリ

ングセンター 
本部 モニタリング 

情報収集事態 ・松江市での震度５弱以上の

地震発生を認知した場合

（島根県で震度６弱以上の

地震が発生した場合を除

く。） 

情報連絡室 
（原子力安全対

策課） 

衛生環境研究所 － 

警戒事態 ・原子力災害対策指針に定め

る警戒事態の発生があっ

た場合 
 ‣ 島根県で震度６弱以上の

地震 
 ‣ 島根県に大津波警報が発

令 等 

県災害警戒本部 県モニタリング

本部 
設置準備 

施設敷地緊急

事態 
・原子力災害対策指針に定め

る施設敷地緊急事態の発

生があった場合 

県災害対策本部 緊急時モニタリ

ングセンターに

参画 
県モニタリング

本部を維持 

島根県原子力環

境センターに設

置 
全面緊急事態 ・原子力災害対策指針に定め

る全面緊急事態の発生があ

った場合 
注：情報収集事態は、原子力災害対策マニュアル（原子力防災会議幹事会）及び原子力規制委

員会初動対応マニュアル（原子力規制委員会）において、定義されているもの。 
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（２） 連絡の体制 

ア 情報収集事態発生時 

情報収集事態発生の連絡は、オフサイトセンターに設置される原子力規制委員会・内閣府

原子力事故合同現地警戒本部（以下「事故現地警戒本部」という。）が、関係地方公共団体

に対して行うとされており、島根オフサイトセンターの事故現地警戒本部から情報連絡室

（原子力安全対策課）へ連絡される。 
情報連絡室は、衛生環境研究所に情報収集事態発生の連絡及び担当職員の登庁の要請を行

う（図１参照）。衛生環境研究所は、情報連絡室からの要請に基づき担当職員を登庁させる

が、要請がない場合においても、情報収集事態に該当する事象の発生を認知した場合、同様

に対応するものとする。また、中国電力から安全協定第 10 条第 1 項第 4 号 5)の連絡があっ

た場合も同様の対応とする。 
 
 
 
 
 
 
  

図１ 情報収集事態における連絡系統図 

イ 警戒事態発生時 

警戒事態の連絡は、事故現地警戒本部及び島根原子力発電所が県災害警戒本部へ連絡する。

県災害警戒本部は、衛生環境研究所及び西部総合事務所に警戒事態発生の連絡をする。衛生

環境研究所は、県モニタリング本部を設置し、西部総合事務所に参画を要請する（図２参照）。 
衛生環境研究所及び西部総合事務所は、県モニタリング本部に担当職員を招集させるが、

警戒事態発生の連絡がない場合においても、警戒事態に該当する事象の発生を認知した場合、

相互に連絡をとり、同様に対応するものとする。 
なお、原子力規制委員会・内閣府原子力事故合同警戒本部（以下「事故警戒本部」という。）

は、緊急時モニタリングセンター（以下「ＥＭＣ」という。）の立ち上げに備えて、要員の

派遣準備を県に要請することとされており、衛生環境研究所は要請に基づき要員派遣の準備

を行う。 
 

 

 
 
 
 
 
 

図２ 警戒事態における連絡系統図 

（ＥＭＣへの要員派遣準備要請） 

衛生環境研究所 情報連絡室 
(原子力安全対策課) 

米子市・境港市 

（その他の定められた連絡先） 

衛生環境研究所 県災害警戒本部 

西部総合事務所 

事故警戒本部（ＥＲＣ） 

（連絡） （連絡・要請） 

事故現地警戒本部 
(島根オフサイトセンター) 

（連絡） （連絡） 

（
連
絡
） 

県モニタリング本部 

（招集） 

事故現地警戒本部 
(島根オフサイトセンター) 

（その他の定められた連絡先） 

（
連
絡
） 

（
連
絡
） 

米子市・境港市 
（要請） 

島根原子力発電所 
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ウ 施設敷地緊急事態発生時 

島根原子力発電所から施設敷地緊急事態の発生の連絡があった場合、県災害対策本部は、

県モニタリング本部（衛生環境研究所）に連絡し、県モニタリング本部は体制を強化するた

めに、県現地災害対策本部、中部支部、米子市及び境港市等に対して要員派遣を要請する。 
また、島根原子力発電所から施設敷地緊急事態の通報を受けた原子力規制委員会・内閣府

原子力事故合同対策本部（以下「事故対策本部」という。）が、島根県原子力環境センター

にＥＭＣを立上げ、県災害対策本部にＥＭＣ立上げの連絡及び要員派遣の要請をする。ＥＭ

Ｃは県モニタリング本部に連絡し、県モニタリング本部は要員を派遣する（図３参照）。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

図３ 施設敷地緊急事態における連絡系統図 

 
エ 全面緊急事態発生時 

島根原子力発電所において原子力災害対策指針に定める全面緊急事態が発生した場合は、

施設敷地緊急事態における連絡体制と同様に連絡がなされる。ただし、図３における事故対

策本部（ＥＲＣ）が原子力災害対策本部となる点が異なる。 
 
（３） モニタリングの体制 

ア 情報収集事態 

衛生環境研究所の担当職員が登庁し、環境放射線モニタリングシステム及びモニタリング

情報共有システムによって環境放射線の推移を監視する。 
 

イ 警戒事態 

衛生環境研究所に衛生環境研究所長を本部長とする県モニタリング本部を設置する。県モ

ニタリング本部の組織構成、各チームの役割及び初動の要員構成は、表２及び図４のとおり

とする。 
 
 

県モニタリング本部 
（衛生環境研究所） 県災害対策本部 

米子市・境港市 

県現地災害対策本部 
中部支部    等 

事故対策本部（ＥＲＣ） 

島根原子力発電所 
（通報） 

（
連
絡
） 
（連絡） 

ＥＭＣ 
(島根県原子力環境センター) 

(立上げ) 

（その他の定められた通報先） 

（
通
報
） 

（
連
絡
・
要
請
） 

（
派
遣
） 

（
連
絡
） 

（
要
請
） 

（要請） （派遣・招集） 
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表２ 警戒事態における県モニタリング本部のチーム構成、役割及び初動の要員構成（※協議未了） 

拠点 チーム 役割 人数 所属 

衛
生
環
境
研
究
所 

本部長 
 総括・指揮 
 県災害警戒本部会議での報告 

１名 衛生環境研究所（所長） 

副本部長 
 本部長の補佐又は代行 
 ＥＭＣへ派遣（施設敷地緊急事態発生

後） 
１名 衛生環境研究所（次長） 

企画・評価チーム 

 初動モニタリング計画（項目及び地点

等）の決定又は見直し 
 モニタリング結果の解析及び評価 
 モニタリング要員の被ばく管理 
 モニタリング要員及び資機材の調整 

２名 衛生環境研究所 

情報収集チーム 
 放出源情報、気象情報の収集 
 県内外の関係機関、県モニタリング本

部内各チームとの連絡調整 
２名 衛生環境研究所 

監視チーム 

 環境放射線モニタリングシステム及び

モニタリング情報共有システムによる

監視（空間線量率、大気浮遊じん中の

放射能濃度、気象情報等） 

２名 衛生環境研究所 

分析チーム 

 分析準備（養生、資機材準備等） 
（施設敷地緊急事態以降） 

 Ge 半導体検出器による採取試料中

の放射性物質濃度の測定 
 積算線量の測定 

１名 衛生環境研究所 

総合支援チーム 
 県モニタリング本部庶務（その他、他

の班に属さないものも含む） 
 企画・評価チームの補助 

１名 衛生環境研究所 

西
部
総
合
事
務
所 

機動モニタリン

グチーム 

 可搬型モニタリングポストの配備 
 モニタリングポスト等の維持 
（施設敷地緊急事態以降） 

 モニタリング車等による空間線量率

及び大気中放射能濃度の測定 
 積算線量計の配置、回収 
 ダストサンプラによる大気浮遊じん

及び放射性ヨウ素の採取 
 環境試料（土壌、飲用水、農産物等）

の採取、分析チームへの引き渡し 

７名 西部総合事務所 

  合計 17名  
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図４ 県モニタリング本部の組織 

 
ウ 施設敷地緊急事態 

施設敷地緊急事態となった場合、国が島根県原子力環境センターにＥＭＣを設置し、県モ

ニタリング本部は、ＥＭＣの企画調整グループ企画班に要員を派遣する。参考にＥＭＣの体

制図を図５に示す。 
県モニタリング本部は、ＥＭＣの設置に伴いモニタリング要員を増員して体制を強化し、

情報収集管理グループ情報共有システム等維持管理班及び測定分析担当としてＥＭＣに参

画するとともに、県独自の対応も実施できるよう県モニタリング本部の体制を維持する。各

チームの役割、要員構成等は表３に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ ＥＭＣの体制図 

本部長 
（衛生環境研究所長） 

情報収集チーム 

副本部長 
（衛生環境研究所次長） 

企画・評価チーム 

監視チーム 

分析チーム 

機動モニタリングチーム 

総合支援チーム 

【測定分析担当】 

 

【センター長】（所属：原子力規制庁） 

【企画調整Ｇ】 

 

【情報収集管理Ｇ】 

 

 

 

 

企画班 

総括・調整班 

収集・ 

確認班 

 

連絡班 

情報共有 

システム等 

維持・管理班 

総括・ 

連絡班 

分析班 
測定・ 

採取班 

鳥取県Ｇ 

総括・ 

連絡班 

分析班 
測定・ 

採取班 

総括・ 

連絡班 

分析班 
測定・ 

採取班 

島根県Ｇ 原子力事業者Ｇ 
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なお、状況によってモニタリング要員の増員が必要と判断される場合は、県モニタリング

本部の企画・評価チームが必要数を取りまとめ、災害対策本部へ動員の要請を行う。災害対

本部への要請で対応できない場合は、ＥＭＣ企画調整グループ企画班へ送付し、事故対策本

部の放射線班に対して追加派遣の要請を行うよう求める。 
 

エ 全面緊急事態 

全面緊急事態となった場合は、施設敷地緊急事態における体制を継続する。モニタリング

要員の増員が必要と判断される場合は、施設敷地緊急事態における対応と同様に、追加派遣

を要請する。 
 

４ 県モニタリング本部及びＥＭＣの構成要員リスト 
原子力安全対策課及び衛生環境研究所は、県モニタリング本部の構成要員及びＥＭＣへの派

遣要員（以下「県モニタリング要員」という。）について、毎年度、各機関に対して照会を行

い、要員リストを作成・更新し、ＥＭＣ等の関係者と共有する。 
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表３ 各チームのＥＭＣでの役割及び要員構成（※ 関係機関との協議未了） 

県モニタリング

本部のチーム 
ＥＭＣでの役割 人数 所属 役 割 

本部長 

測定 

分析 

担当 

グループ長 １（１） 
衛生環境研究所 
（所長） 

 測定分析に関する統括・指揮 

副本部長 副グループ長 １（１）※ 衛生環境研究所  本部長の補佐又は代行（※企画・評価チーム長が兼務） 

企画・評価チーム 

総括・連絡班 

２（４） 衛生環境研究所 

その他の部署 
 指示書の共有及び測定・分析の指示 

 関連情報の取り纏め及び情報収集管理グループへの報告 

 分析の進捗状況確認 

 モニタリング要員のスクリーニング及び資機材等の汚染管理 

 モニタリング要員の安全管理（被ばく線量管理等） 

情報収集チーム ２（４） 
衛生環境研究所 

その他の部署 

総合支援チーム １（２） 衛生環境研究所 

分析チーム 分析班 ６（１２） 衛生環境研究所 

 作業場所及び測定器の汚染防止のための養生 

 環境試料の前処理、測定及び結果報告 

 環境試料の保管 

機動モニタリング

チーム 
測定・採取班 

１４（２８） 
西部総合事務所 

中部総合事務所 
 空間放射線量率の測定及び結果報告 

 環境試料の採取及び引き渡し 

 被ばく管理（被ばく線量の報告） ２（４） 米子市、境港市 

監視チーム 

情報収

集管理

Ｇ 

情報共有シス

テム等の維

持・管理班 

２（４） 
衛生環境研究所 

その他の部署 

 情報共有システム及びテレメータの監視、維持 

 モニタリングポスト等の稼働状況の監視、維持 

 異常値への対応 

合 計 ３１（６０）   

注 県モニタリング本部としての各チームの役割は表１のまま 
（ ）内の人数は交代要員を含む人数 
 
【ＥＭＣへの派遣】 

副本部長 
企画調

整Ｇ 
企画班 １（２） 

衛生環境研究所

（次長） 

西部総合事務所 

 緊急時モニタリング実施計画案の修正 

 指示書及び作業手順書の作成 

 緊急時モニタリング実施計画の見直し及び必要な知見の提案 

 ＥＲＣへの動員要請リストの作成 

（ ）内の人数は交代要員を含む人数 
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５ 資機材等の整備・維持管理 
（１） 緊急時モニタリングのための各種システム 

県は、緊急時モニタリング等のために整備している鳥取県環境放射線モニタリングシステ

ム、モニタリング情報共有システム、統合原子力防災ネットワークについて、利用可能な状

態を保つために適切な維持管理を行う。 
 

表４ 緊急時モニタリング等のためのシステムの概要 

 名称 概要 

１ 鳥取県環境放射線モニ

タリングシステム 

空間線量率等を監視するために、鳥取県内の固定局（木

地山局、米子局、境港局）、移動局（モニタリング車等）、

水準調査モニタリングポスト（６局）及び可搬型モニタ

リングポスト（２２局）の測定データを収集し、岡山県、

島根県、人形峠環境技術センター及び中国電力株式会社

からデータの提供を受けるシステム。 

【監視端末設置場所】 

県庁、衛生環境研究所、西部及び中部総合事務所、日

野振興センター、中部及び西部消防局、三朝町役場、鳥

取市佐治町総合支所、米子市役所並びに境港市役所 

２ モニタリング情報共有

システム（ラミセス） 

緊急時モニタリングを円滑に実施するため、国及び自

治体等が実施するモニタリングデータ（空間放射線量率、

環境試料等の放射能分析結果等）を迅速に収集し、関係

者で情報共有を行うシステム。 

３ 統合原子力防災ネット

ワーク 

原子力災害発生時に、国、地方公共団体、原子力事業

者及び防災関係機関等が応急対策を実施するための情報

通信システム。テレビ会議システム、ＩＰ電話、ＩＰ-Ｆ

ＡＸ、ＰＣ等から構成され、専用回線での接続に加えて、

バックアップとして衛星通信システムを備えている。 

 

（２） モニタリング機器 

原子力安全対策課及び水・大気環境課は、モニタリングポスト等の環境放射線モニタリン

グ機器、環境試料分析装置、携帯電話等の通信機器及び防護用資機材の整備を行い、原子力

安全対策課及び衛生環境研究所は毎年度、県内のモニタリング資機材を確認し、資機材のリ

ストを最新の状態に保つ。リストは資料１に示す。 

また、緊急時モニタリング活動に伴い資機材の不足が明らかとなった場合は、県モニタリ

ング本部の企画・評価チームが必要数を取りまとめ、ＥＭＣ企画調整グループ企画班へ送付

し、事故対策本部（全面緊急事態においては原子力災害対策本部）の放射線班（以下「ＥＲ

Ｃ放射線班」という。）に対して動員の要請を行うよう求める。 
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（３） 資機材の維持管理 

通信機器及び防護用資機材等の日常管理は、資機材の保管先である中部総合事務所生活環

境局、西部総合事務所生活環境局及び衛生環境研究所が行い、環境放射線モニタリングシス

テム等の各種システム、環境試料分析装置及びモニタリングポスト（固定局及び可搬型）、

サーベイメータ等の測定機器類の定期的な点検・校正は原子力安全対策課、水・大気環境課

及び衛生環境研究所が行う。 
 
６ 関連情報・資料の整備 

原子力安全対策課及び衛生環境研究所は、緊急時モニタリングの円滑な実施を図るため、あ

らかじめ次の情報を整備しておく。 

（1） モニタリング地点図（固定局モニタリングポスト、可搬型モニタリングポスト、モニタリン

グ車等及びサーベイメータによる空間放射線測定地点並びに環境試料採取地点。緯度経度、

標高、原子力施設からの直線距離及び方位等の情報を含む。） 
（2） 各測定機器の性能、検出器地上高等に関する情報 
（3） 平常の変動幅 
（4） モニタリング用資機材リスト（数量、保管先等） 
（5） 原子力施設の概要、周辺地図、道路地図 
（6） 原子力施設周辺の代表的な気象条件に関する情報 
（7） 周辺の人口、世帯数、水道施設等に関する資料 
（8） 環境放射線モニタリング指針（原子力安全委員会）（平成 20 年 3 月、平成 22 年 4 月一部改訂） 
（9） 文部科学省 放射能測定シリーズ 

 
７ モニタリング実施内容 
（１） 情報収集事態におけるモニタリング 

衛生環境研究所の担当職員が登庁し、平常時モニタリングを継続し、環境放射線モニタリ

ングシステム及びモニタリング情報共有システムによって環境放射線の推移を監視する。 
衛生環境研究所、西部総合事務所生活環境局及び原子力安全対策課は、以下の項目につい

て情報共有を図る。 
・ 測定機器の稼働状況の確認及び異常が認められる場合の代替機設置や修理等の対応 
・ 空間放射線量率等の推移 
・ 島根原子力発電所の状況 

 
（２） 警戒事態におけるモニタリング 

衛生環境研究所は、県モニタリング本部を立ち上げ、平常時モニタリングを強化する。固

定局のヨウ素モニタを稼働させ、同じく固定局で測定している空間放射線量率と共にその推

移に注視し、必要に応じて可搬型モニタリングポストを設置して、放射線量率の測定を行う。

また、測定機器の稼働状況を確認し、異常が認められる場合には代替機設置や修理等の対応

を実施する。 
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ア 運営会議の開催 

県モニタリング本部の本部長は、本部長、副本部長及び各チーム長で構成する運営会議を

随時開催し、表５に示すような情報の共有及び指示書等の決定を行う。 
 

表５ 運営会議の主な報告と決定事項 

 チーム等 報告事項等 

１ 情報収集チー

ム 
原子力施設の状況等の事象の概要、県災害警戒本部及び島根県の

対応状況、通信機器の動作状況、道路規制情報 

２ 監視チーム モニタリング結果 
（空間放射線量率等の推移、気象情報、機器の稼働状況） 

３ 機動モニタリ

ングチーム 
機動モニタリングチームの状況 
（要員、可搬型モニタリングポスト等の資機材、車両等） 

４ 総合支援チー

ム 要員の参集状況、資機材の在庫状況 

５ 分析チーム Ｇｅ半導体検出器等の分析機器の準備状況 

６ 企画・評価チ

ーム 
初動モニタリングの計画（案）、指示書（案）、要員の被ばく状況、

要員及び資機材の動員の必要性 

７ 本部長 初動モニタリングの計画、指示書、動員要請の決定 

 
イ 測定地点及び測定項目 

表６ 警戒事態における測定地点及び項目 

 測定地点 測定項目 測定機器 測定方法 

固
定
局 

米子局 
境港局 

空間放射線量率 
・NaI(Tl)シンチレ

ーション検出器 
・電離箱式検出器 

連続測定 
（モニタリングポスト） 

大気浮遊じん中
の放射能濃度 ダストモニタ 

「全β放射能測定法」を参考に、
集塵終了３時間後のα線、β線
を測定 

大気中の放射性
ヨウ素濃度 ヨウ素モニタ 遠隔で起動し、連続測定 

気象 気象観測装置 
連続測定 
（風向、風速、感雨、降水量、
気温、湿度） 

可
搬
型 

常設 10 箇所 
空間放射線量率 

・NaI(Tl)シンチレ

ーション検出器 
・半導体検出器 

連続測定 
（可搬型モニタリングポスト） 測定候補地点 

※ 
※ 可搬型モニタリングポストは、常設の 10 箇所に加えて、必要に応じて資料２の測定

候補地点の中から、風向等を考慮して選定する。 
ウ 各チームの実施内容等 

警戒事態における各チームの基本的な実施内容を表７に示す。 
可搬型モニタリングポストの設置・回収に関する情報は、モニタリング情報共有システム

に入力し、記録の保存のために記録様式１にも記入する。 
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表７ 警戒事態における県モニタリング本部の各チームの実施内容等 

チーム 役割 実施内容等 報告等 
本部長 モニタリング結果の

報告 
・県災害警戒本部会議での報
告  

副本部長 ＥＭＣへの派遣準備  
  

 
初動モニタリング計
画の決定 

・可搬型モニタリングポスト
の追加配備の要否 

・本部長に報告 
・本部長の承認後、県災害
警戒本部へ報告 

 初動モニタリング計
画の見直し 

・風向等の気象状況の急変時
に見直し ・同上 

企画・評価
チーム モニタリング結果の

妥当性確認及び評価 
・結果の妥当性確認 
・結果の評価 

・本部長へ報告 
・県災害警戒本部へ定期報
告（原則１時間ごと） 

 
 要員の被ばく管理 ・各個人線量計で被ばく管理 ・本部長へ報告 

 
モニタリング要員及
び資機材の調整 

・モニタリング項目、地点に
応じた資機材、要員の必要量
を計算 

・ 本部長へ報告 
・ 県災害警戒本部へ要請 

 
情報収集 

・排出源情報 
・気象情報 
・災害情報 
・道路規制情報 

・企画・評価チームへ報告 
モニタリング項目、地点
選定の参考とする 

情報収集 
チーム 

関係機関及び県モニ
タリング本部内での
連絡調整 

適時実施 
【調整先】 
・県災害警戒本部 
・島根県モニタリング本部 
・原子力安全技術センター 
・各チーム 等 

・本部長へ随時報告 
・クロノロで管理 

 各記録・報告の原本
の管理・保管 適時  

監視 
チーム 

環境放射線モニタリ
ングシステム及びモ
ニタリング情報共有
システムによる監視 

【監視項目】 
・空間放射線量率（γ線） 
・浮遊じん中の放射能 
・ヨウ素濃度 

・原則 1 時間ごとに企画・
評価チームへ報告 

機器の稼働状況の確
認 

・稼働状況の確認、代替器設
置、修繕対応 

・機動モニタリングチーム
と連携して対応 

分析チーム 検体受入れ準備 

・Ｇｅ半導体検出器、ＧＭサ
ーベイメータ等の資機材の準
備 
・検体搬入経路、資機材の養
生 

・準備状況を企画・評価チ
ームへ報告 

総合支援チ
ーム 

要員の受入れ準備、
備蓄品の管理 

・要員の参集状況の把握、受
入れ準備 
・資機材等の備蓄品の管理 
・企画・評価チームの補助 

・企画・評価チームへ報告 

機動モニタ
リングチー
ム 

可搬型モニタリング
ポストの配備 

・企画・評価チームの指示に
基づき配備 

・配備後は監視チームが監
視 

モニタリングポスト
等の維持 

・停電等の障害発生時の現地
確認、代替機の設置 

・監視チームと連携して対
応 

資機材及び車両等の
準備 

・車両及び資機材の準備、養
生 

・準備状況を企画・評価チ
ームへ報告 
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エ 初動モニタリング計画及び結果の報告 

(ア) 初動モニタリング計画に関する報告 
県モニタリング本部の企画・評価チームは、初動モニタリング計画を決定し、県災害警

戒本部に報告する。 
(イ) 定時報告 

県モニタリング本部の企画・評価チームが、空間放射線量率等のモニタリングデータの

妥当性を確認し、関連情報を踏まえて評価を行った上で、原則として１時間ごと（県災害

警戒本部から報告依頼があった場合及び平常の変動幅を超過した場合を除く。）に県災害

警戒本部に報告をする。なお、評価の際は、次の関連情報を収集して参考にする。 
① 測定の日時、天気及び場所（緯度経度・標高等、住所、周囲状況（可能な限り写真）） 

② 測定に使用した機器種類及び機番 

(ウ) 県災害警戒本部会議での報告 
県災害警戒本部会議が開催される場合は、県モニタリング本部が空間放射線量率等のモ

ニタリングデータの評価結果について、テレビ会議システム等を通じて報告する。 
 

（３） 施設敷地緊急事態以降における初期モニタリング 

県モニタリング本部は、緊急時モニタリング実施計画に基づいてＥＭＣが作成した指示書

を各チームで共有し、ＥＭＣの測定分析担当として指示書に従って緊急時モニタリングを実

施する。ただし、緊急時モニタリング実施計画に基づく指示書が作成・送付されるまでは、

緊急時モニタリング計画［島根原子力発電所編］及び本要領に基づき、初動モニタリング計

画を改訂し、緊急時モニタリングを実施する。 
ア 運営会議の開催 

県モニタリング本部の本部長は、適宜、運営会議を実施し、情報共有と方針決定を行う。

施設敷地緊急事態以降の運営会議においては、警戒事態における協議項目に加えて、ＥＭＣ

からの指示書の各チームへの伝達、指示書に基づく具体的な対応、ＥＭＣからの再確認依頼

への対応、分析チームによる分析結果、緊急時モニタリング実施計画改訂に関するＥＭＣへ

の要望及び県災害対策本部から測定指示への対応等について協議する。 
 

イ 測定地点及び測定項目 

緊急時モニタリング実施計画に基づく指示書が作成・送付されるまでは、県モニタリング

本部が緊急時モニタリング計画［島根原子力発電所編］及び本要領に基づき、表８に示す項

目について測定を行う。 
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表８ 施設敷地緊急事態以降における測定地点及び項目 

 測定地点 測定項目 測定機器 測定方法 

固
定
局 

米子局 
境港局 

空間放射線量率 
・NaI(Tl)シンチレーシ

ョン検出器 
・電離箱式検出器 

連続測定 
（モニタリングポスト） 

大気浮遊じん中
の放射能濃度 ダストモニタ 

「全β放射能測定法」を参
考に、集塵終了３時間後の
α線、β線を測定 

大気中の放射性
ヨウ素濃度 ヨウ素モニタ 連続測定 

気象 気象観測装置 連続測定 
連続測定 
（風向、風速、感雨、降水
量、気温、湿度） 

可
搬
型 

常設 10 箇所 

空間放射線量率 
・NaI(Tl)シンチレーシ

ョン検出器 
・半導体検出器 

連続測定 
（可搬型モニタリングポ
スト） 

測定候補地点

風向等を考慮

して選定※1 

移
動
局 

走行ルート※2 

空間放射線量率 
・NaI(Tl)シンチレーシ

ョン検出器 
・電離箱式検出器 

連続測定、資料３を参照 

中性子線量率 中性子線量測定装置 連続測定、資料３を参照 

大気浮遊じん中
の放射能濃度 ダストモニタ 「全β放射能測定法」を参

考、資料３を参照 
気象 気象観測装置 連続測定 

（風向、風速、気温、湿度） 
走
行
サ
ー
ベ
イ 

走行ルート※2 空間放射線量率 
・電離箱式サーベイメ
ータ 
・NaI(Tl)シンチレーシ
ョン式サーベイメータ 

 

積
算
線
量 

可搬型モニタ

リングポスト

設置地点 
積算線量 ・ＲＰＬＤ 

「蛍光ガラス線量計を用い
た環境γ線量測定法（文部
科学省）」による 

環
境
試
料
中
の
放
射
能
濃
度 

走行ルート及

び平常時モニ

タリングでの

試料採取地点
※3 

大気浮遊じん中
の放射性物質濃
度 

・ゲルマニウム半導体検
出器 

「環境試料採取法（文部科
学省）」、「緊急時におけるガ
ンマ線スペクトリーのため
の試料前処理法（文部科学
省）」、「ゲルマニウム半導体
検出器によるガンマ線スペ
クトリー（文部科学省）」等
による 

大気中の放射性
ヨウ素濃度 

水、土壌等中の
放射性物質濃度 

※１ 測定地点は、資料２の測定候補地点の中から、風向等を考慮して選定する。 
※２ 資料２の走行ルートを基に、風向等の気象条件を参考にして測定地点を選定する。 
※３ 風向等の気象条件を参考にして採取地点を選定する。 
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走行ルート（資料２参照） 

測定ルート 経路（測定地点） 原子力施設 
からの方位 

ルート１ 可搬－３ ⇒ ２－３ ⇒ ２－２ ⇒ 可搬－２  
⇒２－１⇒ 可搬－１ ⇒ 固定－１ ⇒ 固定－２ 

東～東南東 

ルート２ １－１ ⇒ ２－４ ⇒ ２－５ ⇒ ２－６ ⇒ ２－７ 東南東 
ルート３ １－２ ⇒ ３－４ ⇒ ３－５ ⇒ １－３  

⇒ 固定－５ ⇒ ３－６ ⇒ 固定－３ 
東 

ルート４ １－５ ⇒ ３－９ ⇒ ３－７ ⇒ １－４ ⇒ ３－８ 
⇒ ３－１０ ⇒ １－６ 

東南東 

ルート５ 固定－４ ⇒ ３－１ ⇒ ３－２ ⇒ １－８ 東南東～南東 
ルート６ 固定－６ ⇒ １－７ ⇒ ３－１１ ⇒ ３－１２ 

⇒ ３－１３ 
南東 

ルート７ １－９ ⇒ ３－１５ ⇒ ３－１４ ⇒ ３－３ 
⇒ ３－３ ⇒ １－１０ ⇒ ３－１６ ⇒ ３－１７ 
⇒ １－１１ 

南東～南南東 

 
ウ 緊急時モニタリング実施計画改訂の要望 

県モニタリング本部又は県災害対策本部において、モニタリングが必要と判断した実施項

目については、ＥＭＣの企画調整グループに派遣した要員を通じて、緊急時モニタリング実

施計画に盛り込むように改訂を要望する。 
 

エ 県独自のモニタリング 

上記のウの要望項目が緊急時モニタリング実施計画に盛り込まれない場合等、県独自のモ

ニタリングが必要な場合は、ＥＭＣに連絡の上、ＥＭＣの測定分析担当としての活動に支障

のない範囲で、県モニタリング本部が独自にモニタリングを実施する。なお、その際、防護

措置に関する判断に必要な項目のモニタリングを優先するものとする。 
 

オ 各チームの実施内容等 

施設敷地緊急事態以降の各チームの基本的な実施内容を表９に示す。 
可搬型モニタリングポストの設置・回収等のモニタリング活動に関する情報、測定結果は、

モニタリング情報共有システムに入力し、記録の保存のために記録様式１～７にも記入する。 
 

表９ 施設敷地緊急事態以降における県モニタリング本部の各チームの実施内容等 

チーム 役割 実施内容等 報告等 

本部長 モニタリング結果の報告 ・県災害対策本部会議での
報告  

企画・評価 
チーム 

指示書の共有及びモニタ
リング実施項目の共有 

・指示書、作業手順書、優
先順位を伝達 

各チーム、本部長及び災害
対策本部へ報告 

モニタリング項目及び地
点の見直し 

・風向等の気象状況の急変
時及び線量率等の上昇時 

・本部長の承認後、モニタ
リング実施計画の改訂をＥ
ＭＣに要望 

モニタリング結果の妥当
性確認及び評価 

・結果の妥当性確認 
・県として結果を評価 

・本部長及びＥＭＣに報告 
・県災害対策本部へ原則１
時間ごとに報告 
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 分析の進捗状況の把握 ・分析チームの分析進捗状
況を把握 ・適宜、ＥＭＣに報告 

 再確認依頼への対応 ・ＥＭＣからの分析結果の
再確認依頼へ対応 ・ＥＭＣへ回答 

 要員の被ばく管理 
・各個人線量計により被ば
く量を管理 
・防護措置の指示 

・本部長及びＥＭＣに報告 

モニタリング要員及び資
機材の調整 

・モニタリング項目、地点
に応じた資機材、要員の必
要量を計算 

・ 本部長へ報告 
・ 県災害対策本部、ＥＭＣ

へ要請 

情報収集チ
ーム 

情報収集 
・放出源情報 
・気象情報 
・災害情報 
・道路規制情報 

・企画・評価チームへ報告 

関係機関及び県モニタリ
ング本部内との連絡調整 

適時実施 
【調整先】 
・EMC 
・県災害対策本部 
・県現地災害対策本部 
・原子力安全技術センター 
・要員の所属機関 
・各チーム 等 

・本部長へ随時報告 
・クロノロで進行管理 
 

測定結果等の収集 ・測定結果 
・関連情報※1 ・ 企画・評価チームへ報告 

各記録・報告の原本の管
理・保管 適時  

監視チーム 

環境放射線モニタリン
グシステム及びモニタ
リング情報共有システ
ムによる監視 

【監視項目】 
・空間放射線量率 
・浮遊じん中の放射能 
・大気中ヨウ素濃度 

・ＥＭＣからの指示又は異
常があれば、ＥＭＣに直接
報告 
・企画・評価チームへ原則
１時間ごとに報告 

現地測定の進捗把握 
・機動モニタリングチーム
の走行サーベイ等の進捗
を把握する 

 

機器の稼働状況の確認 ・稼働状況の確認、代替器
設置、修繕対応 

・機器に異常があれば、Ｅ
ＭＣに報告 
・機動モニタリングチーム
と連携して対応 

分析チーム 

環境試料中の放射能分析 【対象核種】 
・放射性ヨウ素等 

・モニタリング情報共有シ
ステムを通じて分析結果を
入力してＥＭＣに報告 
・情報収集チームに報告 

試料の保管 適切に保管  

積算線量の測定 
・機動モニタリングチーム
が回収した積算線量計素
子の測定を実施 

・モニタリング情報共有シ
ステムを通じて分析結果を
入力してＥＭＣに報告 
・情報収集チームに報告 

総合支援チ
ーム 

要員の受入れ準備、備蓄
品の管理 

・要員の参集状況の把握、
受入れ準備 
・資機材等の備蓄品の管理 

・企画・評価チームへ報告 

機動モニタ
リングチー
ム 

空間放射線量率の測定 
【測定地点】 
指示書※2に基づく地点 
【測定方法】 
モニタリング車又はサー

・モニタリング情報共有シ
ステムに測定結果等を入力
してＥＭＣに報告 
・関連情報をとりまとめて
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ベイメータにて 1 地点 10
分間 
【頻度】1 日に 1 回程度 

情報収集チームに報告 

可搬型モニタリングポス
トの配備 

【測定地点】 
指示書※2に基づく地点  

モニタリングポスト等
の維持 

・停電等の障害発生時の現
地確認 監視チームと連携して対応 

積算線量計素子の配備、
回収 

【配備地点】 
指示書※3に基づく地点 
【回収時期（配備期間）】 
指示書に基づく回収時期 

・積算線量計素子は分析チ
ームに引渡し 
・引渡し時期は別途、決定 
（即時性は要求しない） 

試料採取・運搬 

・指示書※3に基づき指定地
点で試料を採取 
【採取試料】 
大気（ヨウ素、浮遊じん）、
水、土壌、農畜産物等 

・採取試料は分析チームに
引渡し 
・当日の採取試料がすべて
集まり次第、運搬 

汚染管理 
・資機材の養生 
・要員のスクリーニング、
除染 

別途資料を参照のこと。 

※１ 関連情報は以下の「カ モニタリングデータ等の報告 (ア)  ＥＭＣの情報収集管理グル

ープへの報告」の①～⑥を指す。 
※２ 資料２の測定候補地点の中のうち、指示書に基づき指定された地点。 
※３ 走行ルート及び平常時モニタリングでの試料採取地点のうち、指示書に基づき指定された

地点。 
 

カ モニタリングデータ等の報告 

 (ア) ＥＭＣの情報収集管理グループへの報告 
県モニタリング本部の企画・評価チームは、現地における緊急時モニタリングに関連

する以下の情報を取りまとめて、ＥＭＣの情報収集管理グループへ報告する。 
なお、機動モニタリングチームが現地にて測定した結果及び分析チームが行った分析

結果は、それぞれのチームが直接モニタリング情報共有システムに入力し、企画・評価

チームが妥当性を適宜確認する。 
① 測定・試料採取・分析の日時 

② 測定・試料採取の場所（緯度・経度・標高等、住所、周囲状況（可能な限り写真））及び

天気 

③ 測定・試料採取・分析の実施者 

④ 測定・分析に使用した機器種類と機番 

⑤ 測定・試料採取の方法（サーベイメータの向き、検出器地上高、採取量、採取方法 等） 

⑥ 分析の方法、検出下限値 

 

(イ) 県災害対策本部への報告 
① モニタリング実施項目に関する連絡 

県モニタリング本部の企画・評価チームは、ＥＭＣから送付された指示書及び県災害対

策本部からの測定指示への対応について県災害対策本部に連絡する。 
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② 定時報告 
県モニタリング本部の企画・評価チームが、データの妥当性を確認し、関連情報を踏ま

えて評価を行った上で、原則として１時間ごと（県災害対策本部から報告の指示があった

場合及び平常の変動幅を超過した場合等を除く。）に県災害対策本部に報告をする。その

際、ＥＲＣではなく、県モニタリング本部による評価であることを明記する。なお、（ア）

によりＥＭＣへ報告した時は、同内容を災害対策本部へ報告する。 
③ ＥＲＣ放射線班による評価結果の連絡 

県モニタリング本部の企画・評価チームが妥当性を確認した測定結果は、さらにＥＭＣ

が改めて妥当性を確認した上で、ＥＲＣ放射線班において評価される。県モニタリング本

部は、ＥＲＣ放射線班において評価された結果をＥＭＣから入手し、県災害対策本部に報

告する。 
④ 県災害対策本部会議での報告 

県災害対策本部会議が開催される場合は、ＥＲＣ放射線班において評価された結果及び

県モニタリング本部にて実施した結果について、県モニタリング本部が報告する。 
 
（４） 中期モニタリング 

中期モニタリングは、中期対応段階において実施する。その結果を放射性物質又は放射線

の周辺環境に対する全般的影響の評価・確認、人体の被ばく評価、各種防護措置の実施・解

除の判断、風評対策等に用いる。中期モニタリングでは、初期モニタリング項目のモニタリ

ングを充実させるとともに、住民等の被ばく線量を推定する。 
詳細については、今後の国における中期モニタリングの在り方に関する検討内容を踏まえ

て記載する。 
 
（５） 復旧期モニタリング 

復旧期モニタリングは、避難区域見直し等の判断、被ばく線量を管理し低減するための方

策の決定、現在および将来の被ばく線量の推定等に用いるものであり、空間放射線量率およ

び放射性物質濃度の経時的な変化を継続的に把握する。 
詳細については、今後の国における復旧期モニタリングの在り方に関する検討内容を踏ま

えて記載する。 
 

８ 緊急時モニタリング要員の被ばく管理等 
（１） 被ばく管理対象 

県モニタリング本部は、県モニタリング要員の被ばく管理を行う。 
 
（２） 防護指標 

今後、国が策定する「被ばくに関する統一的な基準値」を参考にして決定する。 
 
（３） 被ばく線量管理の方法 

分析チーム及び機動モニタリングチームの要員は、アラーム機能付き個人電子線量計を携
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帯し、始業時と終業時の数値について記録様式８を用いて各チーム長へ報告する。各チーム

長は、毎日、要員の日線量を把握し、管理簿に記録すると共に、企画・評価チームへ報告す

る。企画・評価チームは本部長に毎日報告するとともに、ＥＭＣの立ち上げ後は、ＥＭＣへ

も報告する。 
 
（４） 被ばく防護措置 

ア 防護資材の携帯及び着用 

県モニタリング本部の企画・評価チームは、汚染がある地域、またはそのおそれのある地

域でモニタリング活動を行う要員に対し、防護服、防護マスク、アラーム機能付き個人電子

線量計等の携帯または着用を指示する。 
 

イ 安定ヨウ素剤 

県モニタリング本部の企画・評価チームは、放射性ヨウ素による内部被ばくのおそれのあ

る地域で活動する県モニタリング要員に対して安定ヨウ素剤を携行させる。県モニタリング

要員は原子力災害対策本部等の指示により服用する。 
 

ウ 汚染検査 

汚染のある地域、またはそのおそれのある地域で活動したモニタリング要員については、

サーベイメータ等による汚染検査を実施する。また使用する資機材については、表面汚染を

防止するため、必ず養生を行う。 
 

エ モニタリングの省人化・自動化 

汚染がある地域のモニタリングについては、可搬型モニタリングポスト設置等により、省

人化・自動化し、県モニタリング要員の被ばくの防止・低減を図る。 
 
９ その他 

今後、国において実用発電用原子炉以外の緊急事態区分や原子力災害対策重点区域、緊急

時モニタリングの在り方等、今後の検討結果を踏まえ、鳥取県緊急時モニタリング計画を見

直していくこととしており、これに合わせて本要領も適宜改訂する。 
 



  

 

Ⅰ 様式 
 

・記録様式－１  可搬型モニタリングポスト設置・回収記録票 
・記録様式－２  移動局による測定記録票 
・記録様式－３  試料採取記録票 
・記録様式－４  積算線量計設置・回収 記録票 
・記録様式－５  サーベイメータ測定結果記録票 
・記録様式－６  ダストサンプリング測定記録票 
・記録様式－７  測定地点の気象状況及び車載機器測定記録票 
・記録様式－８  個人被ばく線量の記録票 

 
 



  

 

記録様式－１ 

 

可搬型モニタリングポスト設置・回収記録票 
 

記録日 平成  年   月   日（   ） 担当者名  

      

 地点名 

Ｍ
Ｐ 
番
号 

電源 on 電源 off 

特記事項 
時刻 

電池 

残量 
通信 ﾗﾐ 

ｾｽ 
時刻 

ﾗﾐ 

ｾｽ 

１   ：  □  ： □  

２   ：  □  ： □  

３   ：  □  ： □  

４   ：  □  ： □  

５   ：  □  ： □  

６   ：  □  ： □  

７   ：  □  ： □  

注１：「電池残量」は、出発前に確認し記載すること。 

２：「通信」欄は、ラミセスに測定データが表示されたことを確認後、「✓」を記載すること。 

 ３：「ラミセス」欄は、設置等に関するデータをラミセスに入力後、「✓」を記載すること。 

   （設置時には、設置状況を撮影した写真フォルダをラミセスの情報共有フォルダに入れること。） 

４：「特記事項」欄は、周辺の状況等を記載すること。 



  

 

記録様式－２ 

 

移動局による測定記録票 

（モニタリング車・サーベイ車） 
 

記録日 平成  年   月   日（   ） 担当者名  

 

 
地点名 測定開始時刻 測定終了時刻 異常の有無 

１  ： ：  

２  ： ：  

３  ： ：  

４  ： ：  

５  ： ：  

６  ： ：  

７  ： ：  

８  ： ：  

９  ： ：  

10  ： ：  

11  ： ：  

12  ： ：  

13  ： ：  

14  ： ：  

15  ： ：  

 

 



  

 

記録様式－３ 

 

試料採取記録票 
 

記録日 平成  年   月   日（   ） 担当者名   

  

採 取 時 刻 午前・午後    時    分 天気  

採 取 場 所 

（ 名称 ） 
 

（住所） 
 

試 料 名  

試料の種類 

□大気（ヨウ素） 

□大気（浮遊じん） 

□土壌 

□陸水（河川等） 

□飲料水（原水・蛇口水） 

□農作物 

□その他 

（          ） 

 

採 取 方 法  

大

気

試

料 

採取 

開始時刻 
   時     分 採取時間          分 

採取 

終了時刻 
   時     分 積算流量         L/分 

採 取 量    ラミセスへの入力 □ 

試料の状況及び場所の状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注:「ラミセス入力」欄には、試料採取場所を撮影した写真ファイルをラミセスの情報共有フォルダに

入れ、必要な情報を入力後に「✓」を記載すること。 



  

 

記録様式－４ 

積算線量計設置・回収 記録票 
 

 

記録日 平成  年   月   日（   ） 担当者名  

   

 

地 点 名 
積算線量計の 

種類 
設置・回収 

の別 
時刻 

ﾗﾐｾｽの

入力 
異常の有無 

1  TLD ・ RPLD 設置・回収 ： □  

2  TLD ・ RPLD 設置・回収 ： □  

3  TLD ・ RPLD 設置・回収 ： □  

4  TLD ・ RPLD 設置・回収 ： □  

5  TLD ・ RPLD 設置・回収 ： □  

6  TLD ・ RPLD 設置・回収 ： □  

7  TLD ・ RPLD 設置・回収 ： □  

8  TLD ・ RPLD 設置・回収 ： □  

9  TLD ・ RPLD 設置・回収 ： □  

10  TLD ・ RPLD 設置・回収 ： □  

注 「ラミセス入力」欄には、試料採取場所を撮影した写真ファイルをラミセスの情報共有フォルダ

に入れ、必要な情報を入力後に「✓」を記載すること。 



  

 

記録様式－５ 

サーベイメータ測定結果記録票 
 

記録日 平成  年   月   日 （   ） 担当者名  

 

測 定 地 点 

（名称） 
 

（住所） 
 

測 定 時 刻 午前 ・ 午後   時  分 風向  

天 気  風速        ｍ／ｓ 

測定器の種類 

□ NaI (Tl)シンチレーションサーベイメータ 

□ 電離箱式サーベイメータ 

□ 中性子サーベイメータ 

型 式  シリアル番号  

測 定 条 件１） 地上高：１．０ｍ      時定数：１０秒 

サーベイメーターの

向き 
 ラミセスの入力 □ 

校 正 定 数（Ａ）  

測 定 結 果 

 

＊３０秒間隔で 

   ５回測定２） 

１  

（単位）  

μSv／ｈ 

２  

３  

４  

５  

平均値（Ｂ）  

校正後結果 

（Ａ×Ｂ） 
 

備 考  

測定方法 １）放射線測定に関するガイドライン(平成 23 年 10月 21 日文部科学省 日本原子力研究開発機構) 

２）緊急時環境放射線モニタリング指針（昭和 59年 6月 原子力安全委員会） 

    ＊緊急時環境放射線ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ指針（既廃止指針）で、10 秒間隔で 5回以上測定となっているが、文科省ガイドラインの

設定（平均的な空間線量率）で実施。 
注１：「サーベイメータの向き」欄は、検出器端窓部の向きを８方位で記載すること（例：北東） 

注２：「ラミセス入力」欄には、試料採取場所を撮影した写真ファイルをラミセスの情報共有フォルダ

に入れ、必要な情報を入力後に「✓」を記載すること。



  

 

記録様式－６ 

 
ダストサンプリング測定記録票 

 
 

 記録日 平成   年   月   日（   ） 担当者名  

地点名  天 気  

 

ダストサンプリング測定記録 
（１回目） 

ダストサンプリング測定記録 
（２回目） 

サンプリング サンプリング 

サンプリング開始時刻 時   分 サンプリング開始時刻 時   分 

サンプリング終了時刻 時   分 サンプリング終了時刻 時   分 

積算流量 

*1000L 設定 
１０００L 

積算流量 

*1000L 設定 
１０００L 

測   定 測   定 

測定時間 １０分 測定時間 １０分 

 
α線 β線 γ線 

 
α線 β線 γ線 

HE-40T CHC-50 HE-40T CHC-50 

BG 係数率 

検出限界 

   
BG 係数率 

検出限界 

   

      

計数値 

(counts) 
   

計数値 

(counts) 
   

放射能量 

 

 

(Bq／cm3) 

 

 

(Bq／cm3) 

 

 

(Bq／m3) 

放射能量 

 

 

(Bq／cm3) 

 

 

(Bq／cm3) 

 

 

(Bq／m3) 

検出限界未満の場合：ND(Not detectded)と記載 

 

 

平常の変動幅（測定結果： 平成   年度 ～ 平成  年度） 

 最小値 最大値 単位 

α線放射能濃度   Bq/cm3 

β線放射能濃度   Bq/cm3 

γ線放射能濃度   Bq/m3 



  

 

 

記録様式－７ 

 

測定地点の気象状況及び車載機器測定記録票 
 

 

記録日 平成  年   月   日（  ） 担当者名 
  

 

車 両 モニタリング車  ・  サーベイ車 

 

            

        測定地点 
   

項目 単位 

測定時刻     

WS（風速） m/s    

WD（風向）注１） 度    

TEMP（温度） ℃    

HUM（湿度） ％    

GSSCA（低線量率） μGy/h    

GKSCA(γ計数率) cpm    

KOUSEN(高線量率) cpm    

CHUSEI(中性子線) μSv/h    

IDO(緯度)     

KEIDO(経度)     

 

注１）540°shift で表示。（風向計が 0°付近で揺らぐ場合、360°を超える数値で表示されます。） 

 

その他留意事項）各検出器は、地上高約 2.4ｍの地点に設置。 



  

 

記録様式－８ 

 

個人被ばく線量の記録票 

 

氏 名  チーム名  

年月日 活動場所 天気 
（屋外） 

線 量 計 時間 作業前 

指示値 

(μSv) 

作業後 

指示値 

(μSv) 

被ばく線量 

(μSv) 
型式 シリアル番号 着時刻 脱時刻 

着用 

時間 

     ： ： ：    

     ： ： ：    

     ： ： ：    

     ： ： ：    

     ： ： ：    

     ： ： ：    

     ： ： ：    

期 間 の 合 計 ：   

注：被ばく線量＝作業後指示値－作業前指示値 



 

 

Ⅱ 基本資料 
 

・ 資料１   緊急時モニタリング用資機材一覧表 
・ 資料２   島根原子力発電所周辺の緊急時モニタリング測定候補地点図 
・ 資料３   車載機器を用いた測定フロー 
・ 資料４   機動モニタリングチームの数について 

 



 

 

●資料１ 緊急時モニタリング用資機材一覧   
１ 測定局（島根原子力発電所監視用）の概要 
（１）測定項目、測定機器等 

名称 測定項目 測定機器 
検出器 

地上高 

境港局 

米子局 

空間放射線量率 

固定型モニタリングポスト 

・NaI(Tl)シンチレーション検出器 

・電離箱式検出器 

1.0 m 

大気浮遊じん中の 
放射能濃度（全α・全β） 

ダストモニタ 

・ZnS(Ag)シンチレーション検出器 

・プラスチックシンチレーション検出器 

調査中 

ヨウ素 
ヨウ素モニタ 

・NaI（Tl）シンチレーション検出器 
調査中 

風向、風速 風向風速計 10 m 

感雨 感雨計 5.5 m 

降水量 雨量計 2.5 m 

気温、湿度 温度湿度計 1.5 m 

渡駐在所 

外江公民館 

余子公民館 

中浜公民館 

大篠津公民館 

和田公民館 

大崎駐在所 

夜見公民館 

彦名公民館 

旗ヶ崎交番 

空間放射線量率 

可搬型モニタリングポスト 

・NaI(Tl)シンチレーション検出器 

・半導体検出器 

1.0 m 

 

（２）位置情報 

 
名称 住所 

緯度 

（度分秒） 

経度 

（度分秒） 
標高 

施設 

からの 

距離 

施設 

からの

方位 

1 境港局 境港市上道町 3001 35.32.18 133.13.53 2.4m 21.1km 東 

2 米子局 米子市河崎 2677 35.27.21 133.18.13 5.7m 29.1km 東南東 

3 外江公民館 境港市外江町 2062-1 35.32.10 133.12.36 1.6m 19.1km 東 

4 渡駐在所 境港市渡町 1885-2 35.31.11 133.13.06 4.4m 20.0km 東 

5 余子公民館 境港市竹内町 393 35.31.30 133.14.29 2.7m 22.0km 東 

6 中浜公民館 境港市財ノ木町 668 35.30.20 133.14.54 2.7m 22.9km 東南東 

7 大篠津公民館 米子市大篠津町 1619-1 35.29.32 133.15.22 3.7m 23.9km 東南東 

8 和田公民館 米子市和田町 1829-1 35.29.06 133.15.56 3.2m 24.9km 東南東 

9 大崎駐在所 米子市大崎 1408-6 35.28.27 133.15.31 2.9m 24.6km 東南東 

10 夜見公民館 米子市夜見町 1679-11 35.27.55 133.17.47 4.2m 28.1km 東南東 

11 彦名公民館 米子市彦名町 2850-2 35.27.08 133.17.14 3.8m 27.8km 東南東 

12 旗ヶ崎交番 米子市旗ヶ崎 5 丁目 3-11 35.26.29 133.18.38 3.6m 30.2km 東南東 



 

 

 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 測定局（島根原子力発電所監視用）の位置 

   
○ 固定型モニタリングポスト 

  

 □ 可搬型モニタリングポスト 

  

 

島根原子力 
発電所 

1 

2 

4 

3 

5 

6 

7 

10 9 

11 

12 

8 

 

 



 

 

 
 
① 緊急時モニタリング用資機材（島根原子力発電所用としての配備数） 

No 資機材名 数量 備考 

1 可搬型モニタリングポスト 22（22） 配備済の 10 台を含む 

2 ＧＭ管式サーベイメータ 20（19）  

3 ＮaI シンチレーション式サーベイメータ 21（19）  

4 ＺnＳシンチレーション式サーベイメータ 5（3）  

5 電離箱式サーベイメータ 8（8）  

6 中性子線サーベイメータ 2（0）  

7 エアサンプラ 8（8）  

8 モニタリング車 2（1）  

9 ポケット線量計（γ線用） 95（54）  

10 ポケット線量計（中性子線用） 5（0）  

11 不織布製防護服  2,140（2,099）  

12 防護マスク(全面) 67（54）  

13 防護マスク用フィルタ（全面） 1,540（1,512）  

14 チオックス手袋（双） 2,111（2,100）  

15 綿製手袋（組） 2,109（2,100）  

16 靴下（足） 2,100（2,100）  

17 長靴 92（54）  

18 長靴カバー 2,138（2,100）  

19 レガテープ（20 個/箱） 540（540）  

20 携帯電話 1（0）  

21 衛星電話 13（12）  

22 除染キット 1（0）  

23 ヨウ素剤 200（560）  

 
 

３ 分析機器 

No 機器名 数量 用途 設置場所 

1 ゲルマニウム半導体検出器 2 γ線放出核種分析 衛生環境研究所 

2 積算線量計システム（TLD） 1 
積算線量測定 

（素子数：10） 
中部総合事務所 

3 積算線量計システム（RPLD） 1 
積算線量測定 

（素子数：100） 
中部総合事務所 

4 ベータ線測定装置 1 全β測定 衛生環境研究所 

5 液体シンチレーション検出器 1 トリチウム測定 衛生環境研究所 

 

 

 

 



 

 

 

●資料 2 島根原子力発電所周辺の緊急時モニタリング測定候補地点図 

20km 

30km 

40km 

50km 

島根原子力発電所 

ルート１ 

ルート２ ルート３ 

ルート４ 
ルート５ 

ルート６ 

ルート７ 

１－１０ 

固定－2 

固定－3 

固定－4 

固定－6 

固定－1 
可搬－1 

可搬－2 

１－３ 

固定－5 

１－４ 

１－６ 

１－７ 

３－３ 

１－１１ 

２－１ 

２－３ 

２－４ 

２－５ 

１－２ 

２－６ 

１－１ 

２－７ 

１－８ 

３－２ 

３－４ 

３－５ 

３－６ 

３－７ 

３－８ 

３－１ １－５ 
３－９ 

３－１０ 

３－１１ ３－１２ 

３－１３ 

３－１４ 

１－９ 
３－１５ 

３－１６ 

３－１７ 

可搬－3 

２－２ 

＜凡例＞ 

固定局（固定 1～6） 

可搬型（既設：可搬 1～3） 
     （候補地：1-1～11） 

移動局（2-1～2-7） 

サーベイ等（3-1～3-17） 

測定ルート（７ルート） 



 

 

 

可搬型 移動局 サーベイ メータ 積算線量 固定局 移動局 エアサンプラ 移動局 サーベイメータ

市町村名名称 住所 緯度・経度 低線量 高線量
低線量
高線量

低線量
高線量

低線量
高線量

RPLD

固定－１ 境港市 境港市役所 鳥取県境港市上道町3000 ○ ○ ○ 固定型ポスト設置

固定－２ 米子市 河崎小学校 鳥取県米子市河崎2677 ○ ○ ○ 固定型ポスト設置

固定－３ 大山町 大山町大山支所 鳥取県西伯郡大山町末長500 ○ ○ 水準調査地点

固定－４ 南部町 南部町役場法勝寺庁舎 鳥取県西伯郡南部町法勝寺377-1 ○ ○ 水準調査地点

固定－５ 琴浦町 赤崎ふれあい交流館 鳥取県東伯郡琴浦町赤崎１８８０－１１２ ○ ○ 水準調査地点

固定－６ 日野町 日野振興センター 鳥取県日野郡日野町根雨140-1 ○ ○ 水準調査地点

可搬－１ 境港市 渡駐在所 鳥取県境港市渡町１８８５番地２ ○ ○ 人口密集地

可搬－２ 境港市 外江公民館 鳥取県境港市外江町２０６２番地１ ○ ○ 避難所

可搬－３ 境港市 余子公民館 鳥取県境港市竹内町３９３番地２ ○ ○ 避難所

可搬－４ 境港市 中浜公民館 鳥取県境港市財ノ木町６６８番地 ○ 避難所

可搬－５ 米子市 大篠津公民館 鳥取県米子市大篠津町１６１９番地１ ○ ○ 避難所

可搬－６ 米子市 大崎駐在所 鳥取県米子市大崎1408番地6 ○ 人口密集地

可搬－７ 米子市 和田公民館 鳥取県米子市和田町１８２９番地１ ○ ○ 避難所

可搬－８ 米子市 彦名公民館 鳥取県米子市彦名町２８５０番地２ ○ 避難所

可搬－９ 米子市 夜見公民館 鳥取県米子市夜見町１６７９番地１１ ○ 避難所

可搬－１０ 米子市 旗ヶ崎交番 鳥取県米子市旗ヶ崎5丁目3番11号 ○ ○ 人口密集地

１－１ 米子市 西部総合事務所 鳥取県米子市糀町1－160 ○ ○ ○ 人口密集地、施設

１－２ 米子市 米子市役所淀江支所 鳥取県米子市淀江町西原1129-1 ○ ○ ○ 人口密集地、施設

１－３ 大山町 大山町役場中山支所 鳥取県西伯郡大山町赤坂66 ○ ○ ○ 人口密集地、施設

１－４ 大山町 大山自然歴史館 鳥取県西伯郡大山町大山43 ○ ○ ○ 人口密集地、施設

１－５ 伯耆町 伯耆町役場 鳥取県西伯郡伯耆町吉長37－3 ○ ○ ○ 人口密集地　施設

１－６ 伯耆町 伯耆町溝口分庁舎 鳥取県西伯郡伯耆町溝口647 ○ ○ ○ 人口密集地、施節

１－７ 江府町 江府町役場 鳥取県日野郡江府町大字江尾475 ○ ○ ○ 人口密集地　施設

１－８ 南部町 緑水園 鳥取県西伯郡南部町下中谷606 ○ ○ ○ 主要道路沿い、施設

１－９ 日南町 日南町役場 鳥取県日野郡日南町霞800 ○ ○ ○ 施設

１－１０ 日南町 園試日南試験地 鳥取県日野郡日南町阿毘緑1203－1 ○ ○ ○ 施設

１－１１ 日南町 多里小学校 鳥取県日野郡日南町多里826 ○ ○ ○ 施設

２－１ 境港市 米子空港 鳥取県境港市佐斐神町1634 ○ ○ ○ 主要道路沿い（県道４７：内浜産業道路）

２－２ 米子市 ウインズ 鳥取県米子市大崎3602-3 ○ ○ ○ 人口密集地、施設

２－３ 米子市 水鳥公園 鳥取県米子市彦名新田665 ○ ○ ○ 主要道路沿い（県道４７：内浜産業道路）

２－４ 米子市 県営米子屋内プール 鳥取県米子市皆生温泉3-18-3 ○ ○ ○ 人口密集地（皆生温泉）

２－５ 日吉津村米子トラックステーション 鳥取県米子市二本木字浜田1084-4 ○ ○ ○ 人口密集地、施設（国道9号、431号）

２－６ 米子市 米子南IC付近 ○ ○ ○ 主要道路沿い（国道９号）

２－７ 米子市 錦海公園 鳥取県米子市錦海町3 丁目2 ○ ○ ○ 主要道路沿い（国道９号）

３－１ 南部町 西伯天津郵便局 鳥取県西伯郡南部町東町1 ○ ○ 主要道路沿い（国道１８０号）

３－２ 南部町 南部町カントリーパーク 鳥取県西伯郡南部町能竹397番地1 ○ ○ 主要道路沿い（国道１８０号）

３－３ 日南町 日南町下阿毘緑 県道9号及び県道48号交差点 ○ ○ 主要道路沿い（県道9号、県道４８交差点）

３－４ 大山町 大山町役場(本所) 鳥取県西伯郡大山町御来屋328 ○ ○ 主要道路沿い（国道９号）

３－５ 大山町 木ノ根神社 鳥取県西伯郡大山町松河原232 ○ ○ 人口密集地、施設（国道９号）

３－６ 大山町 神田ゴルフクラブ 鳥取県西伯郡大山町加茂3216 ○ ○ 主要道路沿い（県道５４号）

３－７ 大山町 大山フィールドアスレチック 鳥取県西伯郡大山町赤松634 ○ ○ 主要道路沿い（県道２４号）

３－８ 伯耆町 桝水高原スキー場 鳥取県西伯郡伯耆町大内桝水高原1069-50 ○ ○ 主要道路沿い

３－９ 伯耆町 大山ＰＡ 鳥取県西伯郡伯耆町久古1379 ○ ○ 主要道路沿い（米子自動車道）

３－１０ 伯耆町 溝口ＩＣ 鳥取県西伯郡伯耆町金屋谷 ○ ○ 主要道路沿い（米子自動車道）

３－１１ 江府町 江府ＩＣ 鳥取県西伯郡江府町佐川 ○ ○ 主要道路沿い（県道４６号）

３－１２ 伯耆町 二部郵便局 鳥取県西伯郡伯耆町二部664-2 ○ ○ 主要道路沿い（米子自動車道）

３－１３ 日野町 黒坂（日野公民館） 鳥取県日野郡日野町黒坂１２４３－１ ○ ○ 主要道路沿い（国道１８０号）

３－１４ 日南町 菅沢ダム 鳥取県日野郡日南町菅沢字川西山112-10 ○ ○ 主要道路沿い（国道１８０号）

３－１５ 日南町 生山駅 鳥取県日野郡日南町生山字後藤屋敷153 ○ ○ 主要道路沿い（国道１８３号）

３－１６ 日南町 アメダス茶屋 鳥取県日野郡日南町茶屋978-8 ○ ○ 主要道路沿い（県道９号）

３－１７ 日南町 日南町立郷土資料館 鳥取県日野郡日南町矢戸1164－1 ○ ○ 主要道路沿い（国道１８３号）

空間線量 ダスト・ヨウ素 中性子

備考地点番号

測定地点
固定局

 
※ ○印は実施可能な箇所 



 

 

●資料３ 車載機器を用いた測定フロー 
 

 

測定地点到着 

 

 

 

１）車載機器の立ち上げ 

 

２）大気サンプリング開始（1回目） 

 

試料測定 

 

１）車載機器にて、α線、β線、γ線を測定 

 （→様式６を参考に測定して報告） 

 

車載測定状況報告 

 

１）環境状況、低線量、高線量、中性子の報告 

  （→様式７を参考に測定して報告） 

 

追加測定実施 

 

１）大気サンプリング開始（2回目） 

 

２）可搬型測定機にてα線、β線、γ線を測定 

  （→様式６を参考に測定して報告） 

 

 

 



 

 

●資料４ 機動モニタリングチームの数について 

１ 警戒事態 

警戒事態における機動モニタリングチームの役割は可搬型 MP の設置である。可搬型 MP 設

置は、南部町・日南町方面、大山町方面、伯耆町・江府町方面の３方面に分割して実施すると

考え、機動モニタリングチームは３班体制とする。また、緊急時モニタリングセンター設置要

領の 15 ページの「各車両 1 台あたりいずれも最低 3 名とする。ただし試料採取を実施しない

場合は、最低 2 名とする」に従って、試料採取を行わない警戒事態では、１班 2 名とする。 
 

業務 車両等 要員数 
可搬型モニタリングポストの配備 資機材運搬車等 ２名×３班 
（機動モニタリングチーム長） 
連絡・調整、モニタリング資機材準備 

西部総合事務所内 １名 

合      計 ７名 
 

２ 施設敷地緊急事態 

施設敷地緊急事態における機動モニタリングチームの役割には走行サーベイがあり、緊急時

モニタリングセンター設置要領の 15 ページに、「モニタリングカー1 台あたりの 1 日の走行距

離は概ね 100km 以内とする。」とある。また、走行サーベイ（試料採取等を含む）は 1 日に 1
回を基本としている。そこで、設定されている走行ルートにおいて、西部総合事務所を出発し

て、西部総合事務所に帰着するとした場合の距離を調べると、それぞれ以下のとおりである。 
ルート 距離 班 
ルート１ 約 40 km 

１班 
ルート２ 約 25 km 
ルート３ 約 90 km １班 
ルート４ 約 60 km 

１班 
ルート５ 約 30 km 
ルート６ 約 100 km １班 
ルート７ 約 120 km １班 

上記より５台＝５班でのモニタリングとする。また、緊急時モニタリングセンター設置要領

の 14 ページに、「編成されるチーム数の内、半数が交代でモニタリングを実施するものとする」

とあるので、１０班を準備する。また緊急時モニタリングセンター設置要領の 15 ページに「各

車両 1 台あたりいずれも最低 3 名とする。」に従って、１班あたり 3 名とする。 
業務 車両等 要員数 

走行サーベイ、試料採取、可搬型ポスト管理、汚染管理 モニタリング車等 ３名×５班 
連絡・調整（機動モニタリングチーム長） 西部総合事務所内 １名 

合      計（交代要員を含めた場合） １６名（３２名） 
 


